
















味はそれぞれ異なる。(杉村 1994:35 引用例) 







0.2  本研究の方法 










（1”）  命題 p＆qは命題 p,qが同時に真であれば真，それ以外は偽となる。 
「張三が学生であり」同時に「李四が先生である」場合に(1)の文が成立す
ることを表している。(杉本 1998:71) 

















 この論理式は，“在’［ 我 , 家里 ,……”が「私が家に……という状態
にある」という「様態」の意味を，“坐’（ 我 ）”が「私が座る」という「動
作の始まり」の意味を，“在’{ 坐’( 我 ) , 家里 }”が「私が座ることが家
                                                   
1 モダリティとは，命題内容に対する話者の主観的な態度を示す表現である。 
         ~ニ          座ル   ~ガ  オイテデアル ~コトガ   ~ニ 
（2’）  在’［ 我 , 家里 , 坐’（ 我 ）＆ 在’{ 坐’( 我 ) , 家里 } ］ 
        アル   ~ガ ~ニ                      ~トイウ状態ニ 
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においてである」という「動作の終わり」の意味を，全体で“在’［ 我 , 家
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我 在 黑 板 上 写 字 。 
               
           読み取りヘッド 
 
            有限状態部 
                 図 4.5  有限オートマトンのモデル 
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込んだ記号によって状態を変化させる。（長尾 1999:25-26） 




























        ラベル  節点    状態                            グラフ 
                    
  在      黑  板 上 
 
受理状態    写 
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空 









































                             我      入 
                 我 在    力 
                我 在 黑    記 
                我 在 黑 板    億 
             我 在 黑 板 上 
            我 在 黑 板 上 写 
我 在 黑 板 上 写 字。 
          入力             出力 
｛ 我 ，    
在’{ 我 ,     
在’{ 我 ， 黑   
在’{ 我 ， 黑板     
在’｛ 我 ， 黑板上， 
在’｛ 我 ， 黑板上 ， 写’( 我 ，  ）＆在’（  , 黑板上 ） 
    在’{ 我 , 黑板上 ，写’( 我 ， 字 )＆在’( 字 ， 黑板上 ) ｝ 
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0.3  本研究の構成 





     我在黑板上写字。(私は黒板に字を書く。) 
S2:Ｎ＋Ｖ＋在＋ＮＰ 
   字写在黑板上。(字は黒板に書いてある。) 
S3:ＮＰ＋Ｖ＋着＋Ｎ＋(呢) 























  写:ペンで紙あるいは他の物に字を書く。 
  插:長方形あるいは平らな物を他の物の中に置く，入れる，挿す。 
  戴:ある物を頭，顔，胸，腕などの場所に置く。 
 
 ［問題提起 1］ 
 なぜ，朱德熙は「S1:Ｎ＋在＋ＮＰ＋Ｖt＋Ｎ」に出現する動詞の意味特徴
を「附着」と定義したのであろうか？ 
 ［証明 1］ 
S1文型である“我在黑板上写字”について考える。 
（1）  我在黑板上写字。 













                                                   
2 「私は―フレーゲやラッセルと同様―命題をそこに含まれている諸命題の関数として捉える」(野
矢訳 2003:31)という記述を根拠としている。 









“写’( 我 , 字 )”に，字が黒板にあるという事実の事態（野矢訳 2003:15）
















                                                   
3 「事実を事実のままに受け止めているのでは可能性は開けてこない。」(野矢訳 2003:227)という記
述を参照した。 
4 論理積とは「「p かつ q」に対応し，p もｑも真のとき真であり，p か q の少なくともどちらかが偽
のとき偽。」(野矢訳 2003:219)となる操作記号である。 
書キ   ~ガ   ~ヲ   アル  ~ガ     ~ニ 
①   写’（ 我 ， 字 )＆在’( 字 ， 黑板上 ) 
~ニ              書キ  ~ガ   ~ヲ   アル ~ガ  ~ニ  
（1’）  在’｛ 我 ， 黑板上 , 写’（ 我 , 字 ）＆在’（ 字 , 黑板上 ） ｝ 
スル   ~ガ    ~ニ                    ~トイウ状態ニ  
                γ1         γ3 
         α     β           γ 
現代中国語における“在”構文の意味と論理構造 209 
 （1’）の論理式は，「私は黒板に字を書く」という世界（野矢訳 2003:13）
の可能性を示している。この表記の中で“在’｛ 我 ， 黑板上 ,……”が「私
が黒板に……という状態にする」という「様態」の意味を，“写’（ 我 , 字 ）”
が「私が字を書く」という意味を，“在’（ 字 , 黑板上 ）”が「字が黒板
にある」という意味を，全体で“在’｛ 我 ， 黑板上 , 写’（ 我 , 字 ）
＆在’（ 字 , 黑板上 ） ｝”が「私が黒板に私が字を書き，かつ，字が黒
板にあるという状態にする」という意味を表している。 
 ここで，論理式において用いる記号について説明しておこう。 
    食ベル ~ガ   ~ヲ 





   笑ウ  ~ガ 
（2） 笑’ ( 我 ) 
（2）の“笑’”のように一つの項“我”だけをとる述語を「一項述語」と
言う。 
   好キ ~ガ  ~ヲ 





















 論理式全体は α の「私」という個体と β の「黒板」という個体と「私
が字を書き，かつ，字が黒板にある」という複合命題の順序付き三つ組の
集合において「～ガ～ニ～トイウ状態ニスル」という「様態保持の関係」
があることを示している。そして，附着の意味はγ3 の命題“在’（ 字 ， 
黑板上 ）”「字が黒板にある」によって表されている。 
 次に，“在’”関数の各項をそれぞれ α，β，γ とし，更に γ を下位区
分して，γ1，γ2，γ3 として，その意味役割を記述しよう。α の“我”，









































                         我   入 
                     我  在   力 
                 我  在  黑   記 
             我  在  黑  板   億 
         我  在  黑  板  上 
      我  在  黑  板  上  写 
    我 在 黑 板 上 写 字。 
          
{ 我 
            在’{ 我 
在’{ 我 , 黑 
        在’{ 我 , 黑板 
          在’{ 我 , 黑板上 , 
在’{ 我 , 黑板上 , 写’( 我 ,  )＆在’(  , 黑板上 ) 
在’｛ 我 , 黑板上 , 写’( 我 , 字 )＆在’( 字 , 黑板上 ) ｝ 




 ［問題提起 2］ 
 なぜ，朱德熙は「S1:Ｎ＋在＋ＮＰ＋Ｖｉ＋着」に出現する動詞の意味特
徴を「附着」と定義したのであろうか？ 
 ［証明 2］ 
（1）  病人在床上躺着。 





















                       ~コトガ 
  横タワル ~ガ        スル オイテデアル  ~ガ      ~ニ     ［持続］
①  躺'（ 病人 ）  ②  有’［ 在’｛ 躺’（ 病人 ） ， 床上 ｝ ， 着 ］
                                         ~コトガ 
    横タワル ~ガ    スル  オイテデアル ~ガ      ~ニ   ［持続］
③   躺’（ 病人 ）＆有’［ 在’｛ 躺’（ 病人 ） , 床上 ｝ ，着 ］
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導入し，得られる世界（野矢訳 2003:13）の可能性は（1’）の通りである。 
                                ~コトガ 
           ~ニ          横タワル ~ガ   スル オイテデアル ~ガ   ~ニ ［持続］ 
（1’）  在’【 病人 , 床上 , 躺’（病人）＆有’［在’｛躺’(病人),床上｝，着5] 】 
       アル   ~ガ  ~ニ                            ~トイウ状態ニ  
                  γ1           γ3 
           α   β          γ 
 
 ここでは“在’【 病人 , 床上 ,……”が「病人がベッドに……という状態
にある」という「様態」の意味を，“躺’（ 病人 ）”が「病人が横たわる」
という意味を，“有’［ 在’｛ 躺’（ 病人 ） , 床上 ｝ ，着 ］”が「病人
が横たわることがベッドにおいてであるということが［持続］する」とい
う意味を，全体で“在’【 病人 , 床上 , 躺’（ 病人 ）＆有’［ 在’｛ 躺’( 病













                                                   
5 “病人在床上躺着”における時態助詞の“着”は横たわった後の結果の状態が持続していることを
表す。 










す。」と述べる。それは論理式中の第三項の命題“有’［ 在’｛ 躺’（ 病人 ） , 



















                                  病     入 
病  人   力 
病  人  在     記 
                      病  人  在  床   億 
                  病  人  在  床  上 
       病  人  在  床  上  躺 
病 人 在 床 上 躺 着。 
 
      ［ 病 
     ［ 病人 ， 
               在’［ 病人 , 
    在’［ 病人 , 床 
     在’［ 病人 , 床上 ， 
        在’［ 病人 , 床上 ， 躺’( 病人 )＆在’{ 躺’( 病人 ) ， 床上 } 







1.3  S1:Ｎ＋在＋ＮＰ＋Ｖｔ＋Ｎ 
S1における［附着］の意味を表わさない動詞   
（1）  她在飞机上看书。(彼女は飛行機で本を読む。) 
（2）  他在食堂里吃饭。(彼は食堂でご飯を食べる。) 





 ［問題提起 3］ 
 ［－附着］類動詞が用いられると“在＋ＮＰ”は「出来事が発生する場
所」を表すとはどういうことであろうか？ 
 ［証明 3］ 
“她在飞机上看书”を意味解析してみよう。 
（1）  她在飞机上看书。 








“书”，“看”という対象（野矢訳 2003:13）に分解でき，これらは“看’（ 她 ， 
















 この表記の中で“在’［ 她 , 飞机上 ,……”が「彼女が飛行機で……とい
う状態にある」という「様態」の意味を，“看’（ 她 , 书 ）”が「彼女が
本を読む」という意味を，“在’｛ 看’（ 她 , 书 ） , 飞机上 ｝”が「彼
女が本を読むことが飛行機においてである」という意味を，全体で“在’










    読ム  ~ガ   ~ヲ  オイテデアル   ∼コトガ       ~ニ 
①   看’（ 她 ， 书 ）＆在’｛ 看’（ 她 ， 书 ） ， 飞机上 ｝
       ~デ            読ム ~ガ  ~ヲ オイテデアル ∼コトガ     ~ニ 
（1’）  在’［ 她 , 飞机上 , 看’（ 她 , 书 ）＆在’｛ 看’（ 她 , 书 ） , 飞机上 ｝ ］
     アル ~ガ   ~デ                             ~トイウ状態ニ 
                  γ1           γ3 












































1.4  S1:Ｎ＋在＋ＮＰ＋Ｖｉ 
S1における［附着］の意味を表わさない動詞 
（1）  她在床上咳嗽。(彼女はベッドで咳をする。) 
（2）  他在旁边笑。(彼は隣で笑う。) 




 ［問題提起 4］ 
 ［－附着］類動詞が出現すると“在＋ＮＰ”は「出来事が発生する場所」
                                她  入 
                             她 在  力 
                          她 在 飞  記 
                       她 在 飞 机  億 
                    她 在 飞 机 上 
                 她 在 飞 机 上 看 
她 在 飞 机 上 看 书。 
 
          ［ 她 
         在’［ 她 
         在’［ 她 , 飞 
     在’［ 她 , 飞机 
      在’［ 她 , 飞机上 ， 
    在’［ 她 , 飞机上 , 看’( 她 ， )＆在’｛ 看’（ 她 ,   ） , 飞机上 ｝
在’［ 她 , 飞机上 , 看’( 她 , 书 )＆在’{ 看’( 她 , 书 ) , 飞机上 } ] 
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を表すとはどういうことであろうか？ 
 ［証明 4］ 
“她在床上咳嗽”の世界（野矢訳 2003:13）について考えてみよう。 
（1）  她在床上咳嗽。 









（野矢訳 2003:15）は“咳嗽’（ 她 ）”となる。そして，彼女が咳をする
ことがベッドにおいてであるという事実は“她”，“咳嗽”，“在”，“床上”




     咳ヲスル ~ガ オイテデアル ∼コトガ   ~ニ 









           ~デ       咳ヲスル ~ガ  オイテデアル ∼コトガ    ~ニ 
（1’）  在’［ 她 , 床上 , 咳嗽’（ 她 ）＆在’｛ 咳嗽’（ 她 ） , 床上 ｝ ］  
        アル   ~ガ  ~デ                       ~トイウ状態ニ 
                    γ1            γ3 
           α   β                   γ 
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 ここでは“在’［ 她 , 床上 ,･･････”が「彼女がベッドで……という状
態にある」という「様態」の意味を，“咳嗽’（ 她 ）”が「彼女が咳をする」
という意味を，“在’｛ 咳嗽’（ 她 ） , 床上 ｝”が「彼女が咳をすること
がベッドにおいてである」という意味を，全体で“在’［ 她 , 床上 , 咳
嗽’（ 她 ）＆在’｛ 咳嗽’（ 她 ） , 床上 ｝ ］”が「彼女がベッドで彼
女が咳をして，かつ，彼女が咳をすることがベッドにおいてであるという















































（1）  字写在黑板上。(字は黒板に書いてある。) 
（2）  鱼养在池子里。(魚は池に飼っている。) 




                             她  入 
                          她 在  力 
                       她 在 床  記 
                    她 在 床 上  億 
                她 在 床 上 咳 
       她 在 床 上 咳 嗽。 
 
           ［ 她 ， 
          在’［ 她 ， 
        在’［ 她 , 床 
     在’［ 她 , 床上 ， 
    在’［ 她 , 床上 , 咳 
     在’[ 她 , 床上 , 咳嗽’( 她 )＆在’{ 咳嗽’( 她 ) ， 床上 } ] 
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 ［問題提起 5］ 
 なぜ，朱德熙は「S2:Ｎ＋Ｖｔ＋在＋ＮＰ」に出現する動詞の意味特徴を
「残存」と定義したのであろうか？ 
 ［証明 5］ 
 (1) 字写在黑板上。 













2003:21）は“写’( φ ， 字 )”となる。字が黒板にあるという事実の像
（野矢訳 2003:16）は，対象格（字）から着点格（黑板上）への写像であ
り，論理像（野矢訳 2003:21）は“在’( 字 ， 黑板上 )”となる。二つ
の論理像（野矢訳 2003:21）が同時に成立することを表す論理結合子の連
言を用いて記述すると次のようになる。 
      書キ ~ガ   ~ヲ   アル  ~ガ     ~ニ 






           ~ニ             書キ    ~ガ ~ヲ    アル   ~ガ   ~ニ 
（1’）  在’｛ 字 , 黑板上 , 写’（ φ6 , 字 ）＆ 在’（ 字 , 黑板上 ） ｝ 
     アル   ~ガ  ~ニ                        ~トイウ状態ニ  
                    γ1           γ3 
              α     β            γ 
 
 ここでは“在’｛ 字, 黑板上, ……”が「字が黒板に（おいて）……という
状態にある」という「様態」の意味を，“写’（ φ,  字 ）”が「誰かが字
を書く」という意味を，“在’（ 字,  黑板上 ）”が「字が黒板にある」と


















                                                   
6 論理式中の“φ”の記号は不特定の人物を表わす項である。 






















2.2  S2:Ｎ＋Ｖｉ＋在＋ＮＰ 
S2における［残存］類動詞 
 次は自動詞の例である。 
（1）  孩子躺在床上。(子供はベッドに横たわっている。)  
（2）  老师站在讲台上。(先生は教壇に立っている。) 
（3）  奶奶坐在沙发上。(おばあさんはソファーに座っている。) (朱德熙
1999:288) 
 
                     字  入 
                  字 写   力 
               字 写 在    記 
            字 写 在 黑   億 
         字 写 在 黑 板 
   字 写 在 黑 板 上。 
    { 字 ， 
 { 字 ， 写’( φ , 字 )  
            在’{ 字 ， 写’( φ , 字 ) ＆ 在’（ 字 ,   ） 
在’{ 字 ， 黑  写’( φ ， 字 ) ＆ 在’( 字 ， 黑   ) 
在’{ 字 ， 黑板  写’( φ ， 字 ) ＆ 在’( 字 ， 黑板  ) 
  在’{ 字 ， 黑板上 ， 写’( φ ， 字 ) ＆ 在’( 字 ， 黑板上 ) ｝ 
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 ［問題提起 6］ 
 なぜ，朱は「S2:Ｎ＋Ｖｉ＋在＋ＮＰ」に出現する動詞の意味特徴を「残
存」と定義したのであろうか？ 
 ［証明 6］ 
“孩子躺在床上”という世界（野矢訳 2003:13）の可能性を明示してみよう。 
（1）  孩子躺在床上。 











（野矢訳 2003:15）は“躺’( 孩子 )”と記述できる。子供が横たわること
がベッドにおいてであるという事実の構造は“躺’( 孩子 )”という命題か
ら着点格への写像である。故に，事態（野矢訳 2003:15）は“在’｛ 躺’（ 孩
子 ） ， 床上 ｝”となる。二つの命題が共に真であることを示す為に，論
理結合子の連言を用いて表記すると次のようになる。 
    横タワリ ~ガ  オイテデアル ~コトガ    ~ニ 






226 言語と文化論集 №20 
           ~ニ           横タワリ  ~ガ   オイテデアル  ~コトガ    ~ニ  
（1’）  在’［ 孩子 , 床上 , 躺’  ( 孩子 ) ＆ 在’ ｛ 躺’  ( 孩子 ) ,  床上 ｝ ］ 
      アル   ~ガ    ~ニ                          ~トイウ状態ニ  
                  γ1             γ3 
          α    β          γ 
 
 ここでは“在’［ 孩子 , 床上 ,･･････”が「子供がベッドに（おいて）
……という状態にある」という「様態」の意味を，“躺’( 孩子 )”が「子
供が横たわる」という意味を，“在’｛ 躺’( 孩子 ) , 床上 ｝”が「子供が
横たわることがベッドにおいてである」という意味を，全体で“在’［ 孩











































3.1  S3:ＮＰ＋Ｖ＋着＋Ｎ＋（呢） 
S3における［附着］及び［残存］類動詞 
（1）  黑板上写着字(呢)。(黒板には字が書いてある。) 
（2）  池子里养着鱼(呢)。(池には魚を飼っている。) 
（3）  墙上贴着标语(呢)。(壁には標語が張ってある。)（朱德熙 1999:291） 
S3 文型には前置詞“在”が現れていないが，“在”の存在する S1,S2 と並べ
                   孩  入 
                孩 子   力 
             孩 子 躺    記 
          孩 子 躺 在   億 
       孩 子 躺 在 床 
  孩 子 躺 在 床 上。 
  ( 孩  
  ( 孩子  
          躺’( 孩子 ) 
      在’［ 孩子 ,   ， 躺’( 孩子 )＆在’｛ 躺’（ 孩子 ） ,   ｝ 
在’[ 孩子 ， 床  ， 躺’( 孩子 ) ＆ 在’{ 躺’( 孩子 ) ， 床  }  
在’[ 孩子 ， 床上 ， 躺’( 孩子 ) ＆ 在’{ 躺’( 孩子 ) ， 床上 ｝ ］ 




 ［問題提起 7］ 
 なぜ，朱は「S3:ＮＰ＋Ｖ＋着＋Ｎ＋（呢）」に出現する動詞の意味特徴
を「附着」及び「残存」と定義したのであろうか？ 
 ［証明 7］ 
 (1) 黑板上写着字（呢）。 
















がって，事態（野矢訳 2003:15）は“写’( φ ， 字 )”となる。字が黒板
にあるという事実は対象格から着点格への写像であり，事態（野矢訳




   書キ  ~ガ   ~ヲ     アル   ~ガ    ~ニ 





             書キ  ~ガ  ~ヲ    アル  ~ガ   ~ニ 
（1’）  有’ ｛ 黑板上 , 写’ （ φ , 字 ）＆  在’ （ 字 , 黑板上 ） ｝   
アル   ~ガ                    ~トイウ状態ニ  
                         γ1          γ3 
         α             γ 
 
 ここでは“有’｛ 黑板上 ，……”が「黒板が……という状態にある」と
いう「様態」の意味を，“写’（ φ , 字 ）”が「誰かが字を書く」という
意味を，“在’（ 字 , 黑板上 ）”が「字が黒板にある」という意味を，全












































                                黑  入 
                             黑 板  力 
                          黑 板 上  記 
                       黑 板 上 写  億 
                    黑 板 上 写 着 
                 黑 板 上 写 着 字 
       黑 板 上 写 着 字 呢。 
 
           ｛ 黑 
       { 黑板  
              { 黑板上， 
       { 黑板上，写’( φ ， )＆在’（  ，黑板上 ） 
有’{ 黑板上 , 写’( φ ， ) ＆在’（  ，黑板上 ）
有’{ 黑板上 , 写’( φ , 字 )＆在’( 字 , 黑板上 ) 
有’{ 黑板上 , 写’( φ , 字 )＆ 在’( 字 , 黑板上 ) } 
                         (S1)      
                 (S2) 
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3.2  S3:ＮＰ＋Ｖ＋着＋Ｎ＋呢 
     S3における［延長］類動詞 
（1）  屋里开着会呢。(部屋で会議をしている。) 
（2）  台上唱着戏呢。(舞台上で芝居をしている。) 
（3）  外头下着雨呢。(外で雨が降っている。) (朱德熙 1999:293) 
 朱德熙（1999:294）は「この文型の動詞は意味特徴「延長」を含むこと
が必須である。」と述べる。 
 ［問題提起 8］ 
 なぜ，朱德熙は「S3:ＮＰ＋Ｖ＋着＋Ｎ＋呢」に出現する動詞の意味特徴
を「延長」と定義したのであろうか？ 
 ［証明 8］ 
S3文型である“屋里开着会呢。”について考える。 
 （1）  屋里开着会呢。 














したがって，事態（野矢訳 2003:15）は“开’（ φ ， 会 ）”となる。「誰
かが会議をすることが持続する」という事実は“开’（ φ ， 会 ）”とい
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う命題から時態助詞“着”への写像である。故に，事態（野矢訳 2003:15）
は“有’｛ 开’（ φ ， 会 ） ， 着 ｝”となる。「誰かが会議をすること
が持続することが部屋においてである」という事実は“有’｛ 开’（ φ ， 
会 ） ， 着 ｝”という命題から着点格への写像である。したがって，事態




   開ク ~ガ   ~ヲ  スル    ~コトガ   ［持続］オイテデアル 
①  开’（ φ ， 会 ）＆有’｛ 开’（ φ ， 会 ） ， 着 ｝＆在’［ 有’｛ 开’（ φ ，  
 
    ∼コトガ     ~ニ 





    ~デ         開ク ~ガ ~ヲ  スル   ∼コトガ     ［持続］ 
（1’）  Zai’【 φ , 屋里 , 开’( φ , 会 )＆有’ ｛ 开’( φ , 会 ) ， 着 ｝＆ 
    アル ~ガ  ~ニ                          
                  γ1          γ2 
        α   β            γ 
 
     オイテデアル  ∼コトガ        ∼ニ 
     在’［ 有’｛ 开’( φ , 会 ) ， 着 ｝ , 屋里 ］ 】 
              γ3        ~トイウ状態ニ 
 
 ここでは“Zai’【φ , 屋里 ,……”が「誰かが部屋で……という状態に
ある」という「様態」の意味を，“开’( φ , 会 )”が「誰かが会議を開
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く」という意味を，“有’｛ 开’( φ , 会 ) ， 着 ｝”が「誰かが会議を
開くことが［持続］する」という意味を，“在’［ 有’｛ 开’( φ , 会 ) ， 
着 ｝, 屋里 ］”が「誰かが会議を開くことが［持続］するということが部
屋においてである」という意味を，全体で“Zai’【 φ , 屋里 , 开’( φ , 
会 )＆有’｛ 开’( φ , 会 ) ， 着 ｝＆在’［ 有’｛ 开’( φ , 会 ) ， 






















































                                
                             屋  入 
                          屋 里  力 
                       屋 里 开  記 
                    屋 里 开 着  憶 
                 屋 里 开 着 会 
       屋 里 开 着 会 呢。 
           ［ 屋 
      ［ 屋里 ， 
 Zai’［ φ , 屋里 , 开’（ φ ,   ）＆在’｛ 开’（ φ ， ），屋里 ｝ 
 
Zai’［ φ , 屋里 , 有’｛ 开’（ φ ，  ） ， 着 ｝＆在’［ 有’｛ 开’（ φ ，  ） ，
 
着 ｝ ，屋里 ］ 
 
Zai’【 φ , 屋里 , 有’｛ 开’（ φ ， 会 ） ， 着 ｝＆在’［ 有’｛ 开’（ φ ， 会 ） ， 
 
着 ｝ ， 屋里 ］ 
 
Zai’【 φ , 屋里 ，有’｛ 开’（ φ ， 会 ） ， 着 ｝＆在’［ 有’｛ 开’（ φ ， 会 ） ， 
着 ｝ ， 屋里 ］ 】 
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 「私が黒板に字を書いた」という状況において S1，S2，S3 の文はみな真
となる。したがって，三つの文は「同義」である。もし，S1 の文「私は黒
板に字を書く」が真であれば，S2 の文「字は黒板に書いてある」も真とな
る。つまり，S1→S2 <S1は S2であるための十分条件である>となる。 
 次に，S2 について考える。S2「字は黒板に書いてある」ならば，S3「黒
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